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1は じ め に

体力要因としての運動能力には多くの要素が考えられ

ており投能力もその一つとしてあげられている。現行の

文部省運動能力テス トの中で投能力は女子大学生におい

てハンドボール投が組み入れられている。投能力は機能

的側面からの捕え方と 「投げる」という生活経験的な側

面から捕える見方があり,投 能力において男子 との比較

で著 しい差があるのは 「投げる」という経験の差があら

われたものとして受けとられる。投能力を生活経験的側

面から投力として捕える立場をとると,投 げるという行

為そのものを対象として調査する必要が生じてくる。女

子大学生において 「投げる」に必要な動作に影響を及ぼ

す要素としては,ま ずボールの保持であり,ボ ールの大

きさによって飛距離が変化してくる。握れるボール,握

れないボールによって 「投げる」行為そのものに影響が

あらわれてくると思われる。第2に ボールの重量によっ

ても飛距離に影響が出ることは重いボールの方が軽いボ

ールより飛距離が出ることである。しかし必要以上に重

いボールを用いると逆の結果が生 じてしまうことも現象

的によくみられる。第3に,ス テップ(助 走)で あるが

有効なステップを使えるか,使 えないかで飛距離に大き

く影響することはよく言われている。またステップの距

離をのばすことによって飛距離がのびる現象もよくみら

れる。第4に,ボ ールのスピード(初 速)も 飛距離に影

響 していることは物理学的にも言われている。第5に,

正確性(方 向)も 飛距離に影響することが45度 の放物線

を描 くと最大距離が出ると言う物理学的な証拠もある。

「投げる」動作は握 り,ボ ールの大小,ボ ールの重量,

ステップ,ボ ールに与えられたスピー ド,ボ ールを発射

する方向等が複雑に絡みあって,そ れらの動作が協応出

来た時に最大飛距離が望まれると考えられる。

本研究の目的は女子大学生を対象として,投 能力に影

響を及ぼす要素として握り,ボ ールの大小,ボ ールの重

量,ス テップ,ボ ールのスピー ド,正 確性をとりあげ,

飛距離との関係から投能力の実態を把握し,そ れらの要

素が投能力に及ぼす影響を究明しようとするものである。

II調 査方法

ボ ー ルの 握 りと ボー ル の大小 にっ い て は握 れ る ボー ル

と して ゴ ル フボ ー ル(周 囲13cm),軟 式 テニ スボール(21

cm),ソ フ トボー ル(30cm),握 れ ない ボ ール と してハ ン

ドボ ー ル(58cm),サ ッ カー ボ ール(69cm),バ ス ケ ッ ト

ボ ール(75cm)を 使 用 し,さ ら に手 の 大 きさ も調 査 した。

ボ ール の 重量 につ いて は 周囲23cmの 軟 式 テ ニ ス ボ ー ル

(30g),ビ ニ ルボ ー ル(35g),ハ ン ドベースボー ル(75

g),軟 式 ボ ー ル(135g),硬 式 ボー ル(145g)を 用 い

調査 した。 ス テ ッ プにつ い て は ソフ トボ ー ル を使 用 し ノ

ー ス テ ッ プ,両 足 を ライ ンに揃 えて立 ち その ま ま投 球 す

る。制 限 され た ステ ップ,直 径2mの 円 内の み を使 用 し

投球 す る。 フ リー ステ ップ,被 験 者 が 必 要 と す る距 離

(2m以 上)を 自由 に選 択 させ て 投球 す るの3種 類 の 方

法 で オ ーバ ー ス ロー に限定 して調 査 した。 ボ ー ル のス ピ

ー ドにつ いて は ソ フ トボ ー ル を使 用 し,R・E・Buchanan

の ソフ トボー ル ス キ ルテ ス トの 中の65フ ィ ー トの距 離 か

ら投 球 され たボ ー ル の所要 時 間 を調 査 した。 正確 性 にっ

いて はR・E・Buchananの ソフ トボ ール スキ ルテ ス トの

中の 正確 投 を使 用 し得 点 を調 査 した。被 験 者 は文教 大学

女 子 学 生 で1976年4月 か ら5月 にか けて の4週 間 で週1

回ず つ4回 調 査 した 。投 球 に際 して は所要 時 間,正 確 投

を除 き練 習1回,試 技2回 で記 録 につ い て は メー トル未

満 切 り捨 て で最 大 飛距 離 を記録 の対 象 と した。 測 定結 果
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の 処理 につ いて は最 高値(max),最 小 値(mini),平 均

値(X),標 準 偏差(S.D.),相 関 係 数(r),平 均値 差

の 有意 性(t)を 用 い検討 した 。

皿 結果と考察

1.ボ ールの握 りとボールの大小について

ボールの握りとボールの大小にっいての結果は表1,

図1の 通りである。ボールの大きさを飛距離 との関係に

っいてみるとボールの大きさの変化にっれて飛距離も同

様な変化をしている。握れるボールについてみるとソフ

トボール,硬 式テニスボール,ゴ ルフボールの順で飛距

離が長 く,ボ ールが大きくなるにっれて飛距離も短かく

なっている。握れないボールについてみるとバスケット

ボール,サ ッカーボール,ハ ンドボールの順で飛距離が

長く,ボ ールが大きくなるにっれて飛距離も短かくなっ

ている。バスケットボール,サ ッカーボール,ハ ンドボ

ールの握れないボール群においては相互に有意な相関が

認められ,ソ フ トボール,硬 式テニスボール,ゴ ルフボ

ールの握れるボール群においては相互に有意な相関が認

められる。しかし握れないボール群と握れるボール群と

の間には相関が認められない。飛距離の差においても平

均値差の有意性の検定の結果からバスケットボールとハ

ンドボールの間にはやや差が認められるものの握れない

ボール群で最大飛距離のハンドボールと握れるボール群

の最小飛距離の間には著 しい差が認められる。分布の面

表1ボ ールの大小 と飛距離

＼ バスケ ッ

トボー丿レ

サッカー

ボール

ハ ンド

ボール

ソフ ト

ボール

硬式テニ
スボール

ゴルフ

ボール

バスケッ

トボール

**

0.876

**

1:!1 0.257 0.393 0.146

サ ッカー

ボール 1.96 ＼ **

0.805 'Ili 0.408 0.324

ハ ンド

ボール

△

2.37 0.56 0.230 0.219 0.334

ソフ ト

ボール

..

6.47

..

5.37

..

4.89

**

o.psi
**
o.goo

硬式テニ

スボール

..

8.96

..

7.78

..

7.27 i.sz ＼ **
0.892

ゴルフ

ボール

..

9.01

..

7.98

..

7.46
△

2.33 0.61 ＼
N 17 17 17 17 17 17

Max 20 23 23 39 40 47

Min 12 13 14 15 21 21

A 16.59 is.iz 18.65 26.82 30.65 32.00

S・0 2.03 2.52 2.98 6.20 6.12 6.73

① 相関係数r(Peas・n'C。rrelafionC・efficient)の 有意水準のマークは

次の通りである。

**1%*5%

② 平均値の差の有意差tの 有意水準のマークは次の通りである。

000.0100.05

から見ても握れるボール群と握れないボール群には差が

見られる。握りに影響すると思われる手の大きさに関し

ては飛距離との関係は見 られない。(表2)投 能 力にお

いてボールを握って投げることとボールを握 らないで投

げることは飛距離の面から考えると異質なものと思われ

る。深町の研究によると握れるボール群と握れないボー

ル群との間にも有意な相関があり,差 の有意性があると

の報告からボールを握って投げる,握 らないで投げるこ

とは飛距離の面で異質と考えられる。女子大学生の投能

力にボールを握ぎる,握 らないは飛距離に影響する要素

になると思われる。

表2手 の長さと飛距離

r
バスケ ッ

トボール

サ ッカー

ボール

ハ ンド

ボール

ソフ ト

ボール

硬式テニ

ボール

ゴルフ

ボール

手の長さ 一〇 .162 一 〇.069 一 〇.140 一〇.056 "II 一 〇.083

図1ボ ールの大小と飛距離

ゴ ル フ ボ ー ル

硬 式 テニ スボ ール

ソ フ ト ボ ー ル

ハ ン ド ボ ー ル

サ ッ カ ー ボ ー ル

バスケ ッ トボ ール

ボールの

種類

飛距離(甸

10203040

2.ボ ール の 重量 につ い て

ボー ル の重 量 にっ いて の結 果 は 表3,図2の 通 りで あ

る。対 象 と して の5種 類 の ボ ール は 同 じ23cmの 周 囲 を も

ち握 れ る ボー ル で あ り,各 ボ ール 間相 互 に有 意 な相 関 を

示 して い る。 飛距 離 か らみ る と軟 式 テ ニ スボ ー ル,ビ ニ

ルボ ー ル,ハ ン ドベ ー ス ボ ー ル,硬 式 ボ ール,軟 式 ボ ー

ルの順 で 軟 式 ボ ー ル1359に お いて 最 大値 を示 して い る 。

飛 距離 に おい て の差 は軟 式 テ ニス ボ ー ル,ビ ニ ル ボ ー ル

とそ の他 のボ ー ルの 間 には有 意 な差 が見 られ る。 分 布 に

おい て も軟 式 テ ニ スボ ー ル,ビ ニ ル ボ ー ルの 軽 いボ ール
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とその他の重いボールの間に著じるしい差が見られる。

女子大学生の技能力をボールの重量から見ると,軽 いボ

ールより重いボールの方が最大値が期待出来る。また重

量において1359以 上 から1459未 満 の間に飛距離の最

大値が期待できると思われる。ボールの大 きさまで含め

ると本調査の結果ではゴルフボールであったが重量とし

て考えた時ボールの重量は女子大学生の技能力に影響す

る要素になると思われる。

表3ボ ールの重量 と飛距離

＼ 軟式テニ
スボール

ビニル

ボー ル

ハ ンドベー

ス ボール
軟式
ボール

硬式
ボール

軟式テニ
スボール＼ **

0.762
**

0.608
**
0.616

**
0.755

ビニ ル

ボ ール 1.29 ＼ **

o.7is

**

o.goo
**
0.853

ハ ンドベー

スボ ール

..

5.33

..

4.28 ＼ **

i::!
**

1.・ ・

軟式
ボール

..

6.33
..

5.21 o.70 ＼ **
0:905

硬式
ボール

..

..

..

4.76 0.25 0.47 ＼
N 17 17 17 17 17

MAX 26 27 40 41 40

MIN 15 17 17 18 20

文 20.24 21.71 29.06 30.94 29.94

S・D 2.99 3.65 6.18 6.29 6.15

図2ボ ール の重 量 と飛 距 離

○軟 式 テ ニ ス ボーJL

●ビ ニ ル ボ ー ル

ムハ ン ドベースボール

▲軟 式 ボ ー ル

309

359

759

135g

ンニ ング ・ス ロー,ワ ン ・ス テ ップ ・ス ロー,ノ ー ・ス

テ ップ ・ス ロー の順 で あ る。 また ラ ンニ ン グ ・ス ロ ー と

ワ ン ・ス テ ップ ・ス ロー との間 で 飛距 離 に お い て有 意 な

差 が あ る。 女子 大 学 生 にお いて 飛 距離 の順 は フ リー ス テ

ッ プス ロ ー,制 限 円内 で の ステ ップ を利 用 した ス ロ ー,

ノー ステ ップ ス ロ ーの順 で あ る。飛 距 離 にお い て ノ ー ス

テ ップ ス ロー,制 限 円 内 での ステ ップス ロ ー ・フ リー ス

テ ップ ス ロー 間 に 有意 な差 が見 られ,制 限 円 内 の ス テ ッ

プス ロ ー と フ リー ステ ップ ス ロー の間 には差 が見 られ な

い。 ステ ッ プの活 用 が飛 距 離 に影響 を及 ぼす 要 素 に な る

か につ い ては 女子 大 学 生 にお いて は 中村 の報 告 の うちハ

ン ドボー ル部 員 の結 果 と類 似 した傾 向 を示 して い る が,

女子 大学 生 の場 合,ス テ ップの使 用 が飛 距離 に影 響 を与

えて い る と思 わ れ るが 中村 の結 果 との比 較 か ら積 極 的 な

ス テ ップの 活用 の面 で は 飛距 離 に影 響 を与 えて い る と は

思 わ れ な い。

表4ス テ ップ と飛距 離

3.ス テ ップ につ い て

ス テ ッ プ につ い て の結 果 は表4の 通 りで あ る。 中村 の

報 告 に よ ると男 子 中 学生 を対 象 と した ハ ン ドボー ル投 の

結果 一 般 生徒 に お いて飛 距 離 の順 は制 限 円 内で の ワ ン ・

ス テ ップ ・ス ロー,ラ ンニ ン グ ・ス ロー,ノ ー ・ス テ ッ

プ ・スmの 順 で あ り,ハ ン ドボ ー ル部 員 にお い て は ラ

t A B c

A
..

5.85

..

6.58

B 0.89

C

N 84 84 84

又 16.95 21.00 21..92

S・D
.. 4.96 5.73

A:ノ ーステ ップスロー

B:制 限円(2m)ス テ ップス ロー

C:フ リー ステ ップスロ ー

4.ボ ールのスピー ドについて

ボールのスピードにっいての結果は表5の 通 りである。

65フ ィー ト(19.825m)に 要 した時間は平均で1.24秒 で

平均秒速16.52m/secで ある。ソフ トボール投の飛距離

とはやや有意な相関が見られる。ボールのスピー ドが飛

距離に及ぼす影響はややあると思われるものの,ス ピ㌫

ドだけの要素では最大飛距離は期待で きないと考えられ

る。

5.正 確性について

正確性にっいての結果は表5の 通 りである。平均で

14.71点 で ある。ソフ トボール投との飛距離とはやや有

意な相関が見 られる。正確性が飛距離に及ぼす影響はや

やあると思われるものの,正 確性だけの要素では最大飛

距離は期待できないと考えられる。
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表5ボ ールのスピー ド・正確性 と飛距離

時 間 正 確 投

ソ フ トボ ー ルr
*
-0 .591

*
0.534

N 17 17

又 1.24 14.71

S・D 0.17 3.51

】Vま と め

本研究の目的は女子大学生の投能力に影響を及ぼすと

思われる要素のうち握り,ボ ールの大小,ボ ールの重量

ステップ,ボ ールのスピー ド,ボ ールの方向(正 確性)

について実態の把握からそれらの影響が飛距離に関与す

るかを立証することであった。今回の調査の結果,(1)ボ

ールの握 りとボールの大小についてはボールを握って投

げる,握 らないで投げるということが飛距離の差との関

係から異質なものであり,握 れるボールを利用した方が

最大飛距離が期待できることから握 りの利用が投能力に

影響する要素として考えられる。(2)ボールの重量にっい

て,周 囲23cmの ボールでは1359以 上1459未 満 の間で

最大飛距離が出ること,軽 いボールと重いボールの間に

は飛距離に有意な差が見られることから,ボ ールの重量

は投能力の発揮という面で影響する要素と考えられる。

(3)ステ ップについてはノーステップとステップの間にば

飛距離に有意な差があるが,制 限されたステップとブリ

ーステップの間には著 しい差が見られないことから,女

子大学生においてはステップを使用することは飛距離に

影響を与える要素と言えるが,ス テップの活用と言 う面

においては影響する要素としては少ないと考えられる。

(4)ボールのスピー ドについては飛距離に及ぼす影響は大

きいと思われるが,ス ピードだけの要素では積極的な要

素にはなりえないと考えられる。(5)正確性についてはス

ピードと同様,飛 距離に及ぼす影響は大きいと思われる

が正確性だけの要素では積極的な要素にはなりえないと

考えられる。

上述されたことから女子大学生の投能力に影響を及ぼ

す要素として握 り,ボ ールの大小,ボ ールの重量,ス テ

ップ,ボ ールのスピー ド,正 確性は最大飛距離を期待す

るにおいておおいに影響する要素であると考えられる。

はじめの項で述べた様に,投 能力においては単一の要素

だけでなく,い ろいろな要素が複雑に絡みあう協応性が

必要であると考えられる。また女子大学生においてはス

テップの積極的な活用,ボ ールのスピー ドを正確性と共

に協応することが不得手なことがあげられると思 う。

今後の課題としては握り,ス テップ,方 向等の条件規

定を示 した上でキネシオロジー的な要素を含めた調査が

必要であると考えられる。また種々なボールを数多く投

げることが調査中に練習効果が表れ期待通りの値が得ら

れるかとの疑問も生 じ方法上の問題点を解決する必要が

あると考えられる。

稿を終るに当たり貴重な時間をさいて調査に協力して

くれた学生諸君に感謝の意を表 します。
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